
広報つわの
2013  Vol.96　10月

9 月 2 日に安蔵寺山で開催された冬虫

夏草自然観察会。雨が落ちる中、手の

ひらより小さい冬虫夏草を探す参加者。

（p21で詳しくお伝えしています）
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広報つわの 2013 年 9月 11日発行

3　広報つわの

□
選
定
に
向
け
て
の
流
れ

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
に

あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
町
が
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
24
年
6
月
「
津
和
野
町
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条
例
」
の
制
定
に

合
わ
せ
て
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
審
議

会
を
設
置
、
対
象
と
な
る
保
存
地
区
の
範
囲
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
保
存
の
方
針
を
決
め
る

保
存
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
存
の

対
象
地
区
が
都
市
計
画
区
域
内
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
24
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
保
存
条
例
の
原
案
を
提

示
、
さ
ら
に
縦
覧
期
間
を
設
け
て
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
意
見
を
募
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
1
月
末
に
は
、
前
述
の
審
議
会
で

検
討
し
た
保
存
地
区
を
町
の
都
市
計
画
審
議
会

へ
諮
り
、
島
根
県
知
事
の
同
意
を
得
て
平
成
25

年
2
月
4
日
付
け
で
保
存
地
区
が
正
式
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
経
て
、
町
は
平
成
25
年

３
月
１
日
付
け
で
文
部
科
学
大
臣
宛
て
に
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
に
向
け
た

申
し
出
を
行
い
ま
し
た
。国
の
文
化
審
議
会
は
、

５
月
17
日
、
町
の
申
し
出
に
基
づ
い
て
津
和
野

の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
す
る
よ
う
答
申
、

平
成
25
年
８
月
７
日
付
け
で
官
報
に
告
示
さ
れ

て
正
式
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

□
今
後
の
取
り
組
み

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
こ
の
制
度
を
有
効
に
町
づ

く
り
に
活
か
し
て
い
く
た
め
保
存
地
区
内
の
建
物

所
有
者
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
結
果
を
も
と
に
今
後
説
明
会
な
ど
を
通
じ

て
制
度
の
周
知
や
保
存
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
に

つ
い
て
住
民
の
方
々
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
計
画
を
策
定
し
、
平
成
26

年
度
か
ら
順
次
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

□
所
有
者
の
義
務
と
補
助

保
存
地
区
内
の
景
観
を
保
全
す
る
た
め
、
建
造

物
の
新
築
・
改
修
・
解
体
等
に
つ
い
て
は
、
条
例

に
基
づ
い
て
事
前
に
現
状
を
変
更
す
る
た
め
の

「
申
請
」
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
保
存
計
画
に
従
っ
て

構
造
や
意
匠
等
を
決
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
計
画
に
基

椿氏庭園 田中氏庭園 財間氏庭園 岡﨑氏庭園

商
家
庭
園
が
国
登
録
記
念
物
に

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内

に
あ
る
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
商

家
の
庭
園
4
件
が
、
こ
の
た
び
国
の
登

録
有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
町
田
の
亀
井
氏
庭
園（
亀
井
別
邸
）

に
つ
い
で
津
和
野
で
は
５
件
目
の
登
録

で
す
。
島
根
県
内
に
は
他
に
例
が
あ
り

ま
せ
ん
。

今
回
登
録
を
受
け
た
の
は
、
殿
町
〜

本
町
一
丁
目
に
あ
る
田
中
氏
庭
園
（
沙

羅
の
木
）、財
間
氏
庭
園
、椿
氏
庭
園（
分

銅
屋
）、岡
﨑
氏
庭
園（
さ
ヽ
や
呉
服
店
）

の
4
件
。
そ
れ
ぞ
れ
が
座
敷
に
面
し
て

庭
を
配
置
し
、
周
囲
の
山
を
借
景
と
し

て
取
り
込
む
と
と
も
に
、
池
や
灯
籠
、

組
石
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
独
特
な
意
匠

を
有
す
る
優
れ
た
庭
園
で
す
。

今
回
登
録
さ
れ
た
庭
園
に
つ
い
て
は

通
常
は
一
般
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
の
公
開
期
間
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
宅

へ
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
所
有
者
の
方

の
了
解
を
取
っ
て
か
ら
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
ご
希
望
等
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
）。

橋北地区の一部
重要伝統的建造物群保存地区に選定される

8 月 7日、橋北地区の一部が文化財保護法による重要伝統的建造物群保存地区に正式に選定され
ました。全国では 102 番目、島根県では大田市の大森地区、温泉津に次いで 3番目の選定です。

表 . 補助金の補助率と限度額
事業の
種類

補助対象経費 補助率 補助限度額

伝
統
的
建
造
物
の
修
理

建築物
（主屋・店舗・旅館・
離れ・倉庫・土蔵・付
属屋・本堂・門・門塀）

外観を保存計画の修理基準に基
づき修理するために要する経費
（構造耐力上主要な部分の修理及び補
強並びに耐震性等防災性能向上に要す
る経費を含む）

8/10 以内 800 万円

その他工作物
（門・門塀・石造物）

保存計画の修理基準に基づき修
理するために要する経費

8/10 以内 300 万円

環
境
物
件

の
復
旧

樹木・池・水路
保存計画の修理基準に基づき復
旧するために要する経費

8/10 以内 50万円

伝
統
的
建
造
物
以
外
の

建
築
物
等
の
修
景

建築物

新築、増築、改築、移転又は修繕、
模様替えもしくは色彩の変更で、
外観を保存計画の修景基準に基
づき修景するために要する経費

6/10 以内 600 万円

その他工作物
（門・塀）

保存計画の修景基準に基づき修
景するために要する経費

6/10 以内 200 万円

保
存
団
体
等
の
活

動
事
業

保存団体等

保存地区住民等により組織され
た保存団体の活動及び伝統的建
造物等の保存技術の向上等を目
的とした団体に係る活動に要す
る経費

8/10 以内 100 万円

対象地区の図面

づ
い
て
前
年
の
12
月
ま
で
に
設
計
書
な
ど
を

作
成
し
て
国
へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
伝
統
的
建
造
物
と
し
て
特
定
さ
れ

て
い
る
建
造
物（
同
意
を
い
た
だ
い
た
も
の
）

と
そ
れ
以
外
の
建
造
物
で
補
助
率
、
補
助
の

上
限
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。（
左
表
参
照
）。

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
広
報
つ
わ
の
の
12
月

号
（Vol.86

）、
１
月
号
（Vol.87

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



その他 6.0%

集会所施設

整備事業

39.6%

交通安全事業 0.1%

防災・防犯

事業 16.5%

教育・文化事業 2.8%
地域福祉・育成事業 2.3%

地域環境美化事業

14.2%

地域活性化事業 3.6%

地域住民交流

事業 14.9%

■事業内容と実施割合
事業内容 割合（％）

①地域住民交流事業
世代間意見交換会の実施
夏祭り・お花見会・余芸大会
等の実施

14.9 

②地域活性化事業

お買いもの支援先進地視察・
買い物ツアーの実施
イルミネーション・ペナント
レリーフ・のぼり旗等の設置

3.6 

③地域環境美化事業
ごみ収集場周辺の整備
花壇・街路樹等の整備

14.2 

④地域福祉・児童育
成事業

施設入居者との交流会・敬老
会の実施等
体脂肪計の購入・健康教室の
実施

2.3 

⑤教育・文化事業
地域広報の発行
歴史勉強会・視察研修の実施

2.8

⑥防災・防犯事業
防災備品の購入
防災訓練の実施

16.5 

⑦交通安全事業 交通人形の設置 0.1 

⑧集会所施設整備事
業

集会所の修繕
エアコンの設置・椅子等備品
購入

39.6

⑨その他 鳥獣被害防止用品の購入 6.0
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津
和
野
町
で
は
、
住
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
平
成
24
年
度
に
町
内
の
各
公
民
館
単
位
を

基
本
に
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
7
月
25
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
実
施
し
た

事
業
の
評
価
に
つ
い
て
、
個
別
で
は
解
決
で
き
な
い
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
施
策
の
検
討
を
行
う
「
津
和
野
町
未
来

づ
く
り
協
議
会
」が
日
原
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
の
事
業
内
容
及
び
評
価
シ
ー
ト
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
す
。

評
価
方
法
に
つ
い
て
は
事
業
評
価
シ
ー
ト
を
基
に
、
各
委

員
会
の
計
画
に
対
し
て
、
計
画
の
策
定
段
階
、
実
施
段
階
、

終
了
段
階
の
３
段
階
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
5
段
階
評
価
を
行

い
、
問
題
点
や
課
題
等
に
つ
い
て
委
員
会
と
し
て
の
反
省
点

等
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
結
成
し
、
そ
の

後
に
委
員
会
の
構
成
団
体
で
あ
る
各
自
治
会
等
が
集
落
計
画

を
作
成
、
そ
の
計
画
を
基
に
委
員
会
が
計
画
を
策
定
、
事
業

実
施
を
す
る
と
い
う
委
員
会
の
組
織
づ
く
り
か
ら
計
画
策
定

ま
で
を
短
期
間
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
検
討
時
間
が
足
り
な

か
っ
た
な
ど
の
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
が
地
域
の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
の

た
め
に
策
定
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
」
に
基
づ
き
提
案

さ
れ
た
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
う
地
域
提
案
型
助
成
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
地
域
全
体
と
し
て
は
有
効
利
用
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
反
省
点
が
報
告
さ
れ
、
今
後
は
地
域
全
体

に
対
す
る
補
助
金
と
し
て
地
域
全
体
の
課
題
に
つ
い
て
協
議

し
、
有
効
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
提
案
型
助
成
事
業
の
補
助
金
の
算
定
基
礎
で
あ

協議検討段階「地域の現状や課題について、十分話し合いをしましたか？」

実施段階「構成団体が連携・協力して取り組むことができましたか？」

終了段階「まちづくり計画事業の目的は達成できましたか」

終了段階「反省点や改善点は話し合えましたか」

地域提案型助成事業について「事業を有効に活用できましたか」

評価

評価

評価

評価

総合評価

【5項目5段階評価により最大25点中】

評価

どんな問題がありましたか？

どんな問題がありましたか？

どんな効果がありましたか？

反省点や改善すべき点について話し合いましたか？

有効に活用できた点、できなかった点はどんなことですか？

地域の理解度や考え方に差があり、まちづくり委員会としてまとめるのに苦労した。
まちづくり委員会の設立から事業計画策定までの期間が短かった。

取り組みを通じて、考えていた以上に地域の方の協力があり地域の中の絆が見えた。

地域の交流が活発になり、目的意識を持つようになった。
各自治会の懸案事項が解決できた。地域住民の関心を得た。

（補助金を）集落ではなく委員会に対するものと捉え、地域全体で取り組む内容につ
いて検討することが必要である。

地域の交流が活発になり、目的意識を持つようになった。
（補助金を）集落ではなく委員会に対するものと捉え、地域全体で取り組む内容につ
いて検討することが必要である。

その他、まちづくり事業や地域提案型助成事業に関する自由意見
・町民みんなが目指す夢の持てる事業、住みよいまちづくりについて話合う必要が
ある。
・町民意識調査の結果を行政施策に反映させ、より有効的な財源支出を図る事も今
後の課題ではないか。
・公民館は地区のまちづくりに欠かせない存在であるため、連携が必要である。

る
「
1
行
政
区
に
対
し
て
原
則

30
万
円
助
成
」
と
い
う
部
分
が
先

行
し
、
自
治
会
等
が
30
万
円
の
事

業
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
で
、
委

員
会
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画

を
取
り
ま
と
め
た
だ
け
の
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
と

し
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
評
価
報
告
を
受
け
、

未
来
づ
く
り
協
働
会
議
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
牛
山
久
仁
彦
氏(

明

治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
）
か

ら
は
、「
時
間
が
無
い
な
り
に
地

域
の
課
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り
話

し
合
い
が
さ
れ
、
必
要
性
が
共
有

さ
れ
た
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

補
助
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、

各
自
治
会
等
が
『
地
域
全
体
で
有

効
活
用
す
る
必
要
性
が
あ
る
』
と

い
う
課
題
も
認
識
で
き
た
。今
回
、

各
委
員
会
が
作
成
し
た
評
価
シ
ー

ト
は
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
の

で
、
他
の
地
区
の
活
動
も
参
考
に

し
な
が
ら
地
域
で
知
恵
を
出
し
合

い
、
行
政
で
は
対
応
で
き
な
い
地

域
課
題
解
決
に
む
け
た
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。」
と
の
講
評
を
受
け
ま
し

た
。

各まちづくり委員会の事業報告
平成24年度

地域提案型助成事業やまちづくり委員会に関するお問い合わせはつわの暮らし推進課まで
☎ 74-0092

まちづくり事業の具体的内容と各項目の評価について
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10 月 21 ～ 27 日は行政相談週間です

災害復旧推進室が入ってい
る旧畑迫小学校校舎。事務
所は２階になります。

町からのお知らせ
広報つわの 2013 年 9月 11日発行

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て

行
政
相
談
制
度
に
対
す
る
国

民
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
こ
の
制
度
の
一
層
の

利
用
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

行
政
相
談
に
つ
い
て

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行

政
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
「 

苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
」「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か

ら
な
い
」「
苦
情
な
ど
に
つ
い

て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か

分
か
ら
な
い
」
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
行
政
相
談
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。総
務
省
で
は
、

行
政
全
般
に
つ
い
て
の
国
民
の

苦
情
や
要
望
を
受
付
、
公
正
・

中
立
の
立
場
か
ら
関
係
行
政
機

関
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
行
政
の
制
度
及
び
運
営
の

改
善
を
図
る
事
を
目
的
に
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
委
員
に
つ
い
て

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相

談
委
員
法
に
基
づ
い
て
総
務
大

臣
が
民
間
の
有
識
者
に
業
務
を

委
嘱
し
て
、
地
域
住
民
の
身
近

な
と
こ
ろ
に
行
政
相
談
窓
口
を

開
い
て
い
る
も
の
で
す
。
町
内

で
は
毎
月
2
人
の
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

10
月
の
行
政
相
談
日
は
次
の

通
り
で
す
。

【
津
和
野
会
場
】

▼
日
時

10
月
11
日
、
25
日
（
金
）

10
時
〜
12
時
ま
で

▼
場
所

　

津
和
野
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員

　

中
島
正
一

【
日
原
会
場
】　

▼
日
時

　

10
月
18
日
（
金
）

　

9
時
30
分
〜
14
時
30
分
ま
で

▼
場
所

　

日
原
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員

　

水
津
正
治

総務財政課☎ 74-0028

津
和
野
町
で
は
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

の
内
容
に
「
も
れ
」
や
「
間
違

い
」が
な
い
か
ご
心
配
な
方
や
、

一
般
的
な
年
金
に
つ
い
て
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。

相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

最
寄
り
の
年
金
事
務
所
を
ご
案

内
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

相
談
日

平
成
25
年
10
月
25
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

場
所津

和
野
町
民
セ
ン
タ
ー　

持
参
す
る
も
の

①
年
金
手
帳

②
年
金
記
録
に
つ
い
て
相
談
さ

れ
る
方
は
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
１
式

③
印
鑑

④
そ
の
他
、
相
談
内
容
に
つ
い

て
参
考
と
な
る
資
料
が
あ

れ
ば
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

代
理
人
が
相
談
に
来
ら
れ
る

場
合
は
、
委
任
状
と
代
理
人
自

身
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で

す
。委

任
状
は
、
津
和
野
庁
舎
健

康
福
祉
課
ま
た
は
本
庁
舎
総
合

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ご自分の年金で気になる事はありませんか
健康福祉課☎ 72-0651 総務財政課☎ 74-0028

災害復旧推進室を設置しました

７
月
28
日
に
町
を
襲
っ
た
大
雨
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
町
で
は
、
被
災

地
の
い
ち
早
い
復
旧
に
む
け
、
平
成

25
年
8
月
26
日
付
け
で
、
新
た
に
建

設
課
内
に
災
害
復
旧
推
進
室
を
設
置

し
、
そ
れ
に
伴
う
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
設
置
さ
れ
た
災
害
復
旧
推
進

室
で
は
、
被
害
を
受
け
た
地
域
の
復

旧
の
た
め
の
現
場
確
認
や
国
や
県
へ

必
要
な
事
務
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま

す
。
被
害
の
状
況
や
復
旧
に
必
要
な

金
額
・
手
続
き
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

役
場
内
の
他
の
関
連
部
署
で
手
続
き

を
お
願
い
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

被
害
総
額
は
120
億
円
超

平成 25年 8月 26日付人事異動
新部署 職名 氏名 旧部署・職名

建設課兼災害復旧推進室 課長兼推進室長 田村    津与志 建設課課長
建設課兼災害復旧推進室 課長補佐兼副室長 木村　厚雄 建設課課長補佐

建設課 課長補佐 豊田　肇　 つわの暮らし推進課課長補佐
災害復旧推進室 係長 斎藤　隆司 建設課係長
災害復旧推進室 主任技師 日熊　憲明 建設課主任技師
災害復旧推進室 主任主事 川崎　優一 環境生活課主任主事
建設課 主任技師 三浦　香織 農林課主任技師

災害復旧推進室 副主任主事 大山　優子 つわの暮らし推進課副主任主事

災
害
復
旧
推
進
室
連
絡
先

▼
公
共
施
設
災
害
係

☎
（
72
）
４
０
４
７

▼
農
地
・
施
設
災
害
係

☎
（
72
）
４
０
４
６

▼
治
山
・
林
道
災
害
係

☎
（
72
）
４
０
４
８

職
員
が
現
地
へ
出
か
け
た
り
、
回

線
が
混
み
合
い
電
話
が
繋
が
り
難

い
場
合
も
あ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

７
月
28
日
に
、
町
を
襲
っ
た
大
雨
に

よ
る
被
害
総
額
は
、
１
２
１
億
５
，

０
７
７
万
6
千
円
に
上
る
事
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
公
共
土

木
施
設
が
、
78
億
１
，
６
０
４
万
円

（
２
４
９
件
）、
農
業
・
農
業
用
施
設
が
、

25
億
４
８
8
万
6
千
円
（
８
１
７
件
）、

治
山
・
林
道
が
、
18
億
２
，
９
８
５
万
円

（
70
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
25
年
8
月
７
日
時
点
）

ま
た
、
島
根
県
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
こ
の
大
雨
に
よ
る
津
和
野
・
益

田
・
吉
賀
の
１
市
２
町
の
被
害
総
額

は
１
２
４
億
３
，
８
８
７
万
３
千
円

と
な
っ
て
お
り
、
公
共
土
木
施
設
で

79
億
９
，
６
４
４
万
円
、
農
林
水
産
関
係

で
43
億
２
，
９
３
５
万
３
千
円
、
商
工
業

関
係
で
建
物
被
害
や
宿
泊
予
約
の
キ
ャ

ン
セ
ル
な
ど
の
影
響
に
よ
り
１
億
１
，

３
０
８
万
円
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

（
平
成
25
年
８
月
16
午
後
1
時
、『
７
月
28

日
の
大
雨
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
（
最
終

報
）』）

自分の年金記録をもう一
度見直してみましょう
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屋外広告物の適切な設置にご協力ください カラ期間にご注意ください

皆さんのご協力をよ
ろしくお願いします

町からのお知らせ
広報つわの 2013 年 9月 11日発行

島
根
県
で
は
良
好
な
景
観
の

形
成
等
を
目
的
に
屋
外
広
告
物

条
例
を
定
め
、
各
市
町
村
で
設

置
許
可
や
違
反
広
告
物
対
策
を

行
う
な
ど
、
必
要
な
規
制
・
誘

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら
屋

外
に
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
を
設
置

さ
れ
る
場
合
は
、
下
記
の
ポ
イ

ン
ト
を
参
考
に
、
屋
外
広
告
物

の
適
正
な
設
置
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
も
、
下
記
の
ポ
イ
ン
ト

を
参
考
に
自
己
点
検
を
行
い
、

屋
外
広
告
物
の
適
正
化
に
努
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◎
島
根
県
屋
外
広
告
物
条

例
の
ポ
イ
ン
ト

①
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
に

は
事
前
に
市
町
村
長
の
許

可
が
必
要
で
す
。

②
屋
外
広
告
物
の
種
類
に
応
じ

て
面
積
や
高
さ
な
ど
に
つ

い
て
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

③
著
し
く
破
損
し
た
も
の
や
倒

壊
の
お
そ
れ
な
ど
が
あ
る

屋
外
広
告
物
は
設
置
で
き

ま
せ
ん
。

④
屋
外
広
告
物
設
置
工
事
の
発

注
は
島
根
県
知
事
登
録
済

み
の
屋
外
広
告
業
者
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

⑤
禁
止
地
域
に
は
屋
外
広
告
物

を
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

⑥
設
置
後
の
屋
外
広
告
物
は
、

適
切
に
補
修
を
行
う
な
ど

し
て
良
好
な
状
態
で
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

⑦
必
要
な
く
な
っ
た
屋
外
広
告

物
は
速
や
か
に
撤
去
し
ま

し
ょ
う
。

商工観光課☎ 72-0652

津
和
野
町
で
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
等
を
救

急
・
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護

者
と
し
て
位
置
づ
け
、
防
災
・

保
健
・
福
祉
・
医
療
等
の
部
署

で
把
握
し
、
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
を
行
な
う
た
め
の
基
礎
調

査
と
し
て
「
あ
ん
し
ん
生
活
調

査
票
」
の
訪
問
調
査
を
行
い
ま

す
。以

前
行
っ
た
調
査
か
ら
数
年

を
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
よ
り

正
確
な
情
報
を
把
握
す
る
た

め
、
次
の
内
容
で
調
査
を
行
な

い
ま
す
。
下
記
の
調
査
期
間
中

に
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
が
皆

さ
ん
の
ご
自
宅
に
お
伺
い
致
し

ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を

頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②
60
〜
64
歳
の
お
一
人
暮
ら
し

の
方

③
65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
及
び
２
級
の
所
有

者
④
65
歳
未
満
の
療
育
手
帳
Ａ
の

知
的
障
が
い
者

⑤
65
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
が

い
者
（
児
）
医
療
の
受
給
者

お
伺
い
す
る
内
容

①
緊
急
時
の
連
絡
先（
お
名
前
・

関
係
・
住
所
・
電
話
番
号
）

②
か
か
り
つ
け
医

③
現
病
歴
・
既
往
歴
（
年
月
・

疾
患
名
・
医
療
機
関
等
）

④
内
服
薬
の
有
無

⑤
災
害
時
等
の
避
難
時
に
要
支

援
の
有
無
と
そ
の
支
援
者

な
ど

調
査
期
間

平
成
25
年
9
月
〜
平
成
25
年

12
月
末
頃

民生委員さんがご自宅に伺います

健康福祉課☎ 72-0651

よ
く
、「
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
の
に
加
入
期
間
が
足
り

な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
話
を
耳

に
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
大
切
な

の
が
「
カ
ラ
期
間
」
を
生
か
す

こ
と
で
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
25
年
以

上
の
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
た

期
間
（
資
格
期
間
）
が
必
要
で

す
が
、
こ
れ
に
は
カ
ラ
期
間
も

含
ま
れ
ま
す
。

カ
ラ
期
間
と
は
、
先
述
の
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
期

間
の
通
称
で
す
。

主
な
期
間
は
、
昭
和
36
年
4

月
以
後
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
期
間
で
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
等
で

す
。
例
え
ば
、
①
昭
和
61
年
3

月
ま
で
の
厚
生
年
金
な
ど
の
加

入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
②
平
成

3
年
3
月
ま
で
の
学
生
③
海
外

在
住
の
日
本
人
等
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
61
年
3
月
ま

で
に
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
脱
退

手
当
を
受
け
て
い
た
期
間
も
カ

ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
人
の
申
出
が
必
要
で
す

カ
ラ
期
間
は
、
ご
本
人
の
申

出
に
よ
り
調
査
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
老
齢
基
礎
年
金
の

資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方

で
、
カ
ラ
期
間
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
浜
田
年
金
事
務
所

（0855-22-6691

）
ま
た
は

役
場
健
康
福
祉
課
・
税
務
住
民

課
総
合
窓
口
に
そ
の
旨
を
申
し

出
て
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

任
意
加
入
も
お
す
す
め

ま
た
、
25
年
の
資
格
期
間
を

満
た
せ
な
い
方
は
、
60
歳
か
ら

70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
、
国

民
年
金
の
任
意
加
入
者
に
な
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
の
今
年
度
の
保
険
料
は
月

額15,040

円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
任
意
加
入
者
に

は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

任
意
加
入
に
つ
い
て
も
、
年

金
事
務
所
ま
た
は
役
場
健
康
福

祉
課
・
税
務
住
民
課
総
合
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

来
年
4
月
に
進
学
等
を
希
望

す
る
方
の
申
請
を
受
付
け
て
い

ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家

庭
の
母
②
20
歳
以
上
の
子
を
扶

養
す
る
寡
婦
③
父
母
の
な
い
児

童対
象
と
な
る
資
金

①
児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す

る
資
金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金
（
高
校
・
大
学
な

ど
へ
の
就
学
に
必
要
な
資

金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
に
必
要
な

知
識
技
能
の
習
得
に
必
要
な

資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
、
修

業
に
必
要
な
資
金
）

②
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の
知

識
技
能
習
得
を
対
象
と
す

る
資
金
（
※
連
帯
保
証
人
を

立
て
る
場
合
は
無
利
子
、
立

て
な
い
場
合
は
年
1.5
％
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
に
必

要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
）

※
修
学
先
、
自
宅
、
自
宅
外

通
学
な
ど
の
状
況
に
よ
り
貸
付

で
き
る
額
が
異
な
り
ま
す
。

提
出
す
る
も
の

左
記
以
外
の
書
類
が
必
要
な

場
合
も
あ
る
の
で
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

①
貸
付
申
請
書
※

②
戸
籍
及
び
住
民
票
の
写
し

③
島
根
県
税
の
納
税
証
明
書

④
前
年
の
収
入
額
が
確
認
で
き

る
書
類
（
児
童
扶
養
手
当
証

書
の
写
し
で
も
可
能
）

⑤
修
学
修
業
先（
技
能
習
得
先
）

調
書
※

⑥
修
学
・
修
業
に
必
要
な
金
額

が
分
か
る
参
考
資
料

⑦
口
座
振
替
申
出
書
※

（
※
の
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま

す
。）

申
込
締
め
切
り

○
第
1
次
締
め
切
り

平
成
25
年
11
月
末

○
第
2
次
締
め
切
り

平
成
26
年
2
月
末

ご
注
意

他
制
度
に
よ
る
奨
学
金
の
貸

与
を
受
け
る
方
は
、
児
童
の
進

学
等
を
対
象
と
す
る
資
金
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

健康福祉課☎ 72-0673健康福祉課☎ 72-0673
母子・寡婦福祉資金の予約貸付受付中
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町からのお知らせ
広報つわの 2013 年 9月 11日発行

固
定
資
産
税
（
家
屋
）

の
減
額
制
度
に
は
、
既
存

住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
工

事
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
及
び
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
対
す
る
減
額
制
度

が
あ
り
ま
す
。

耐
震
改
修
に
対
す
る
減
額
措
置

耐
震
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で
工
事
完
了

後
３
か
月
以
内
に
固
定
資
産
税
減
額
証
明
書
を
添

付
し
て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
対
す
る
減
額
措
置

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
必
要
書
類
を
添
付
し

て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
や
併
用
住
宅

で
居
住
部
分
の
面
積
が
１
／
２
未
満
の
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
（
熱
損
失
防
止
改
修
）

に
対
す
る
減
額
措
置

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で
工
事
完

了
後
３
か
月
以
内
に
固
定
資
産
税
減
額
証
明
書
を

添
付
し
て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産

税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
の
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

税務住民課☎ 74-0069
固定資産税（家屋）の減額制度のご案内

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
取
組
の
一
環
と
し
て
人

権
標
語
を
募
集
い
た
し
ま
し

た
。
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の

大
切
さ
、
心
豊
か
な
人
権
意
識

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
町
内

の
学
校
に
ご
協
力
に
よ
り
、
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
応
募
い

た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品
ず
つ

掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

人権の大切さ、忘れないで
税務住民課☎ 74-0059

平
成
24
年
度
（
平
成
25
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。（
順
不
同
）

１
人
じ
ゃ
な
い　

支
え
て
い
く
よ　

僕
た
ち
が

津
和
野
中
学
校
1
年　

金
子
彰
吾
さ
ん

う
れ
し
い
な　

君
が
い
て
く
れ
て　

ハ
ッ
ピ
ー
だ

津
和
野
中
学
校
1
年　

桑
原
悠
斗
さ
ん

思
い
や
り　

傷
つ
く
言
葉　

な
く
そ
う
よ

津
和
野
中
学
校
1
年　

松
本
悠
汰
さ
ん

友
達
と　

仲
間
で
築
く　

世
界
の
輪

津
和
野
中
学
校
2
年　

小
石
楓
華
さ
ん

笑
顔
に
は　

こ
た
え
て
く
れ
る　

人
が
い
る

津
和
野
中
学
校
2
年　

須
山
和
樹
さ
ん

友
達
の
輪　

そ
れ
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い　

き
ず
な
の
輪

津
和
野
中
学
校
2
年　

登
石
祐
羅
さ
ん

不
法
投
棄
は
、
法
に
よ
り
厳

し
く
罰
せ
ら
れ
、
５
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
（
法
人
に
対
し
て
は

１
億
円
以
下
）
又
は
こ
の
併
科

が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪
行
為
で

す
。
ま
た
、
未
遂
も
、
実
行
と

同
様
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

不
法
投
棄
が
与
え
る
影
響

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
地
域

の
景
観
を
損
な
う
だ
け
で
な

く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
土
壌
や

水
質
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
一
度
不
法
投
棄
の
名
所
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
た
と
え
ご

み
を
撤
去
し
て
も
ま
た
す
ぐ
に

不
法
投
棄
さ
れ
、
多
大
な
処
理

費
用
だ
け
が
か
か
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
捨
て
ら
れ
た

ご
み
を
片
付
け
、
元
の
状
態
に

戻
す
に
は
、
多
く
の
時
間
と
お

金
が
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
ご
み
の
処
理
費
用
等

は
、
貴
重
な
税
金
で
賄
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
た
ら

　

不
法
投
棄
は
あ
く
ま
で
行
為

者
が
片
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
特
定
が
で
き
な
い

場
合
、
土
地
の
管
理
者
や
所
有

者
が
処
理
責
任
を
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
不
法
投
棄
し

に
く
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り

　

①
こ
ま
め
に
草
刈
等
を
行

い
、
見
通
し
の
良
い
き
れ
い
な

状
態
に
し
て
お
く
。
②
ロ
ー
プ

や
柵
を
す
る
、
入
口
に
鍵
を
設

け
る
な
ど
、
簡
単
に
投
げ
込
め

な
い
、
入
り
込
め
な
い
よ
う
に

す
る
。
③
定
期
的
な
見
回
り
な

ど
で
土
地
の
状
態
を
把
握
し
て

お
く
、
な
ど
で
す
。

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
人
や

不
法
投
棄
物
を
見
か
け
た
と
き

は
、
ま
ず
自
身
の
安
全
を
確
保

し
た
上
で
、
警
察
や
役
場
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

環境生活課☎ 72-0309
不法投棄は「しない」「させない」「許さない」

住宅の改修に関連する減額措置の早見表
１．住宅の耐震改修に対

する減額措置
２．住宅のバリアフリー改修（高齢者等居住改修）

に対する減額措置
３．住宅の省エネ改修（熱損失防
止改修）に対する減額措置

減
額
要
件

①昭和 57年 1月 1日以前
から所在する専用住宅、
併用住宅、共同住宅であ
ること。
②現行の耐震基準に適合
する耐震改修であるこ
と。
③耐震改修の費用が 50 万
円以上であること。（平
成 25 年 3 月 31 日まで
に改修工事の契約を締
結した場合は 30 万円以
上）

①平成 19年 1月 1日に存在している住宅であり、1
※１や 2※２等の減額措置が適用されていないこと。
②次の方が居住していること。
(1)65 歳以上の方
(2) 要介護認定又は要支援認定を受けている方
(3) 障がいをお持ちの方

③次のいずれかに該当するバリアフリー改修工事で、
補助金等を除く自己負担額が 50万円以上であるこ
と。（平成 25 年 3 月 31 日までに改修工事の契約
を締結した場合は同 30万円以上）
（1）通路又は出入口の幅を拡張する工事
(2) 浴室を改良する工事
(3) 手すりを取り付ける工事
(4) 出入口の戸を改良する工事
（5）階段の勾配を緩和する工事
（6）便所を改良する工事
(7) 床の段差を解消する工事
(8) 床の材料を滑りにくいものに取り替える工事

①平成 20 年 1 月 1 日に存在して
いる住宅であり、1※１や 2※２等
の減額措置が適用されていない
こと。

②窓の改修工事（二重サッシ化、
複層ガラス化等）又は窓の改修
工事と併せて行う床、天井又は
壁の断熱改修工事で現行の省エ
ネ基準に適合すること。

③省エネ改修の費用が 50 万円以
上であること。（平成 25 年 3月
31 日までに改修工事の契約を締
結した場合は同 30万円以上）

減
額
範
囲

と
割
合

①一戸あたり住宅部分の
床面積の 120㎡まで

②減額割合は、1/2

①一戸あたり住宅部分の床面積の 100㎡まで
②減額割合は、1/3

①一戸あたり住宅部分の床面積の
120㎡まで

②減額割合は、1/3

減
額
期

間
平成 27 年 12 月 31 日ま
でに耐震改修を行なった
場合に翌年度分が減額

平成 28年 3月 31 日までにバリアフリー改修を行な
った場合は、翌年度分が減額

平成 28年 3月 31 日までに省エネ
改修を行なった場合は、翌年度分
が減額

必
要
書
類

①耐震改修に係る減額申
告書
②固定資産税減額証明書
③改修費用を確認できる
書類（見積書、請求書、
領収書等）

①バリアフリー改修に係る減額申告書
② 65 歳未満の方の場合は要介護・要支援認定を受
けていること、障がいをお持ちであることを示す
被保険者証や手帳等

③工事内容を確認できる書類（工事明細書、写真等）

①省エネ改修に係る減額申告書
②固定資産税減額証明書

※１新築住宅に対する減額措置　※２認定長期優良住宅に対する減額措置

毎
月
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
１
０
１
号
室
で
行
っ
て
い
る
人

権
相
談
は
当
面
の
間
、
同
セ
ン
タ
ー
内
の
日
原
公
民
館
で
行
い

ま
す
。
10
月
は
8
日
（
火
）　

9
時
30
分
〜
14
時
30
分
に
行
い

ま
す
。（
津
和
野
地
域
は
10
月
10
日
（
木
）
9
時
00
分
〜
12
時

00
分　

町
民
セ
ン
タ
ー
）

人
権
相
談
の
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
す
。



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-10

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談 ,交通事故相談
総務財政課 ･･････☎74-0028
■無料人権相談
税務住民課 ･･････☎74-0059
■健康相談 ,育児相談 ,幼児
健診 ,こころの相談 ,ケア
サロン津和野・かんがるー
教室 ,離乳食教室，手話生
活相談
健康福祉課 ･･････☎72-0657
■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談
社会福祉協議会津和野支所
 ････････････････☎72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支
所 ･･････････････☎74-1617
■パソコン教室 ,ハングル講
座 ,アダルト英会話 ,キッ
ズえいかいわＡ・Ｂ，ヨガ
&マットエクササイズ，水
彩画教室
日原中央公民館 ･･☎74-0302
■3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室
津和野町民センター
 ････････････････☎72-2070
■キラキラ体操教室、認知症
講演会 ,地域運動推進員研
修会，元気アップ教室
地域包括支援センター
 ････････････････☎72-0683
■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い，健康体操、ぴよ
ぴよサロン
青原公民館 ･･････☎75-0039
■断酒会
断酒会鹿足支部
 ･････････☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

納期限は10月31日

国民健康保険税 第 7期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 7期
介護保険料・・第 7期
町県民税・・・第 3期

各料金・税金は納付期限ま
でに納付しないと、20 日以
内に督促状を発送します。
その後の納付には 100 円の
手数料が別途必要となりま
す。
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【当番医】和﨑医院

【当番医】津和野共存病院

【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】小笠原医院

【当番医】栗栖医院

お
詫
び
と
訂
正

先
月
各
ご
家
庭
に
配
布
し
た
平
成25

年

度
津
和
野
町
事
業
概
要
書
『
見
え
る 

分
か

る 

こ
と
し
の
仕
事
』
のp35

・
農
業
委

員
会
の
主
な
経
費
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

誤

正

会
長
（
年
報
酬
）

213
万
円

21
万
3
千
円

職
務
代
理
（
年
報
酬
）
196
万
円

19
万
6
千
円

委
員
（
年
報
酬
）

191
万
円

19
万
1
千
円

1

6 97 11 12108

13 14 15 16 17 18 19

27 28

20 21 22 23 24 25 26

2 4 53

29 30 31

体育の日

◎木部地区心配ごと相談
（木部公民館/9:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（野中自治会館/10:30~11:30）
（町民セ/13:30~14:30）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~）

◎無料人権相談
（やませ/9:30~14:30）
◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（小川公民館/10:30~11:30）
（和田自治会館/13:30~14:30）
◎健康体操
（青原公民館/13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~）

◎健康相談
（発熱外来診療所/9:30~11:30）
◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎育児相談
（直地子育て支援センター
/10:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（野中自治会館/10:30~11:30）
（町民セ/13:30~14:30）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（ 名 賀 地 域 セ ン タ ー
/10:30~11:30）
（麓耕自治会館/13:30~14:30）
◎健康体操
（青原公民館/13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（中組自治会館/10:30~11:30）
（長野自治会館/13:30~14:30）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~）

◎アダルト英会話
（山セ　 /10:30~11:30）
◎こころの相談
（やまび/13:00~15:00）
◎キッズえいかいわA
（山セ　 /16:15~17:00）
◎つわの英会和教室
（町民セ/20:00~21:00）

◎3B体操
（町民セ/13:30~）
◎ゑびす講まつり
（本町通り／10:00～）

◎アダルト英会話
（山セ　 /10:30~11:30）
◎キッズえいかいわB
（山セ　 /16:15~17:00）
◎つわの英会和教室
（町民セ/20:00~21:00）

◎健康相談
（町民セ/9:30~11:30）
◎3B体操
（町民セ/13:30~）

◎健康ふれあい祭り
（町民体育館および津和野町民
センター/9:30~14:00）
◎石見神楽公演（浜田商業高校）
（なごみ/11:00~,14:00~）

◎輪読鷗外
（森鷗外記念館/10:00~11:00）
◎石見神楽公演（日原保存会）
（なごみ/11:00~,14:00~）
◎芋煮と地酒の会
（弥栄神社/10:00～） 

◎にちはら収穫祭
（シルクウェイにちはら /9:00
～）
◎2013アンペルマンデュエッ
トコンサート in津和野
（永明寺/14:00~）
◎青原奴道中
（青原中心地／午後） 

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時、13~16時）
◎ケアサロン
（津和野共存病院/11:00~12:00）
◎水彩画教室
（町民セ/13:30~，19:00~）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30~）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時、13~16時）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時、13~16時）
◎水彩画教室
（町民セ/13:30~，19:00~）
◎断酒会
（中央公/19:00~21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30~）
◎かんがるー教室
（直地集会所）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時、13~16時）
◎季節の湯（りんご）
（なごみ/10:00~21:00）
◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30~16:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30~）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時、13~16時）
◎津和野図書館休館日

◎キラキラ体操教室
（プラサ枕瀬/13:30~14:30）
（左鐙公民館/15:30~16:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（町民セ/13:30~15:00）
◎津和野地区心配ごと相談
（福祉せ/13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎無料人権相談日
（まちせ/9:00~12:00）
◎畑迫地区心配ごと相談
（畑迫公民館/9:00~11:00）
◎水彩画教室
（山セ 　/9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（青原公民館/13:30~14:30）
（池河コミセン/15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎キラキラ体操教室
（プラサ枕瀬/13:30~14:30）
（左鐙公民館/15:30~16:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（町民セ/13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所/9:00~15:00）
◎水彩画教室
（山セ　 /9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（須川公民館/13:30~14:30）
（ 程 彼 集 会 セ ン タ ー
/15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎キラキラ体操教室
（枕瀬東公民館/13:30~14:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎明るい生活相談
（山セ　 /9:30~14:30）
◎ヨガ&マットエクササイズ
（山セ　 /20:00~21:00）

◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）

◎無料行政相談
（やませ/9:30~14:30）
◎明るい生活相談
（山村セ/9:30~14:30）
◎無料法律相談《要予約》
（やまび/13:00~16:00）
◎ヨガ&マットエクササイズ
（山セ　 /20:00~21:00）

◎年金相談
（町民セ/10:00~15:30）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館/10:00 ~ 12:00）
◎心配ごと相談
（福祉セ/10:00~12:00）
◎レッツ!フィットネス
（小川体育館/19:30~）

◎月いちボランティア清掃
（嘉楽園/8:00~9:00）

◎第51回津和野町駅伝競走大会
（木部長福八幡宮出発～津和野
町役場津和野庁舎前決勝/13：
00～）
◎レッツ!フィットネス
（小川体育館/19:30~）

◎食育の集い- 調理実習-
（青原公民館/9:30 ~ 13:30）

◎にちはら収穫祭
（シルクウェイにちはら /9:00
～）
◎2013アンペルマンデュエッ
トコンサート in津和野
（永明寺/10:00~）
（太皷谷稲成神社/16:00~）

◎パソコン初心者教室
（青原公民館/10:00 ~ 12:00）
◎心配ごと相談
（福祉セ/10:00~12:00）
◎小川地区心配ごと相談
（小川公民館/13:30~15:30）
◎史談会（町民セ/13:30~）
◎地域運動推進員研修会
（町民セ/13:30~15:30）
◎いきいきフィットネス体操
（青原公民館/19:30~20:30）

◎育児相談
（日原子育て支援センター
/10:00~11:30）
◎季節の湯（りんご）
（なごみ/10:00~21:00）
◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30~16:00）
◎断酒会
（町民セ/19:00~21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館/19:30~）

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

中央

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ
町セ

町セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

やま

やま

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ
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高血圧は、脳卒中（　　　　　　）の危険因子です！脳 出 血
脳 梗 塞
くも膜下出血 男女がともに手をとり合い、責任を持つ社会へ

平成24年度 津和野町男女共同参画の取り組み状況を紹介

男女共同参画社会とは

「男女が社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における
活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文
化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」のことです。
津和野町でも、性別に関わらず、すべての人が社会のあらゆる分野で、それぞれの個
性と能力を発揮できる男女共同参画社会の実現を目指し、平成２１年に津和野町男女共
同参画計画を策定し、それぞれの基本目標について、計画的に事業を実施するために、
27の目標値を設定しています。平成24年度の進捗状況は下記のとおりです。

男女共同参画における町の取り組み状況（平成24年度）

基本目標 番号 項目
基本値
H21年

H22年 H23年 H24年
目標値
H25年

備考

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
社

会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
と
意
識
の
改
革

1
固定的性別役割分担意識に否定的な人
の割合

60.3% - - 59.0% 75%
平成22、23年度
は調査実施せず

2 社会全体における男女の地位の平等感 18.5% - - 24.0% 35%
平成22、23年度
は調査実施せず

3
男女共同参画に関する学習会又は講演
会開催数

0回 2回 4回 1回 1回

4 年間に実施する出前講座の回数 0回 0回 0回 0回 4回

5
男女共同参画社会基本法の概要を知っ
ている町民の割合

16.4% - - 24.0％ 70%
平成22、23年度
は調査実施せず

6
男女共同参画講座を開催した公民館の
割合

0.0% 50.0% 50.0% 41.6％ 100%

政
策
・
方
針
決
定

過
程
へ
の
男
女
共

同
参
画
の
推
進

7 女性委員のいない審議会等の数 14 8 7 7 0 
8 審議会等における女性委員の割合 18.9% 20.8% 22.1% 24.9％ 40%

9
町の女性職員の管理職の数（うち、一
般行政職）

2人
(0人 )

2人
(0人 )

2人
(0人 )

2人
（０人）

3人以上
(1人以上)

10 町の男性職員の育児休業取得者の割合 0.0% 0.0% 0.0% 14.3％ 10%
家
庭
・
職
場
・
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進

11 男性の生活自立講座開催数 0回 0回 4回 0回 1回
12 地域包括支援センター数 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所
13 家族経営協定農家数 3協定 4協定 4協定 4協定 5協定
14 女性の認定農業者数 0人 0人 0人 0人 1人以上
15 通常保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100%
16 乳児保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100%
17 延長保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100%
18 一時保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100%
19 子育て支援センターの箇所数 2箇所 2箇所 2箇所 2箇所 2箇所
20 放課後児童クラブ数 2箇所 2箇所 2箇所 2箇所 2箇所
21 女性の起業家・グループ数 3 3 3 6 5 

個
人
の
尊
厳
の
確
立

22
授業で人権の視点から男女共同参画の
内容を取り上げた学校の割合

40.0% 66.7% 57.1% 71.4％ 100%

23
教職員研修で人権課題「女性」を取り
上げた学校の割合

40.0% 77.8% 57.1% 57.1％ 100%

24
町職員に対する男女共同参画に関する
研修実施回数

0回 0回 0回 1回 1回

25
配偶者からの暴力の防止及び被害者の
保護に関する法律の概要を知っている
町民の割合

19.6% - - 41.9％ 70%
平成22、23年度
は調査実施せず

26 乳がん検診の受診率 17.6% 14.7% 18.1% 16.5％ 30%
27 子宮がん検診の受診率 14.7% 8.6% 14.5% 9.1％ 30%

【問】つわの暮らし推進課☎ 74-0092
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安
野
光
雅
美
術
館
の
秋
期
展
示
が
、
九
月
十
三
日
か
ら
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
九
月
十
三
日
か
ら
始
ま
っ
た
秋
期
展
で
は
先
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
今
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
「
旅
の
絵
本
」

シ
リ
ー
ズ
第
八
作
目
と
な
る
『
旅
の
絵
本
Ⅷ 

日
本
編
』
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
の
「
日
本
編
」
は
、
安
野
さ
ん

最
新
作
『
旅
の
絵
本
Ⅷ 

日
本
編
』　
安
野
光
雅
美
術
館

秋
期
の
展
示
の
お
知
ら
せ

が
少
年
だ
っ
た
頃
の
昭
和
初
期
を
基
本
に
し
た
作
品
二
十
三
点
で
構

成
さ
れ
、
津
和
野
の
町
並
み
も
い
ろ
ん
な
場
面
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　
同
時
に
、
安
野
光
雅
さ
ん
の
数
多
い
作
品
の
な
か
で
も
展
示
リ

ク
エ
ス
ト
が
多
い
『
野
の
花
と
小
人
た
ち
』
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　『
野
の
花
と
小
人
た
ち
』
は
、
今
か
ら
四
十
年
も
前
に
描
か
れ

た
作
品
で
す
が
、
そ
の
想
像
力
豊
か
な
構
成
と
描
写
は
、
今
な
お

多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
野

の
花
を
描
き
と
ど
め
て
お
き
た
い
と
い
う
安
野
さ
ん
の
思
い
が
こ

め
ら
れ
た
作
品
で
、「
す
み
れ
」
や
「
つ
ゆ
く
さ
」、「
ひ
が
ん
ば

な
」
な
ど
四
季
折
々
の
野
の
花
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品

で
、
一
九
七
七
年
に
は
第
二
十
六
回
小
学
館
絵
画
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
安
野
さ
ん
の
絵
と
作
家
の
故
・
井
上
ひ
さ
し
さ
ん

上／「旅の絵本Ⅷ 日本編」の一場面。旅人や物語などを探すのも「旅の絵本」の魅力。©空想工房

上
／
「
ひ
が
ん
ば
な
」（『
野
の
花
と
小

人
た
ち
』）。
左
／
『
ガ
リ
バ
ー
の
冒
険
』

の
最
後
。

■
ご
利
用
案
内

開
館
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

休 

館 

日
／
年
末
の
12
月
29
日
か
ら
31
日
の
３
日
間
、お
よ
び

　
　
　
　
　
３
月
、６
月
、９
月
、12
月
の
第
２
木
曜
日
。

入 

館 

料
／
町
　
民
　
無
料

　
　
　
　
　
一
　
般
　
８
０
０
円（
６
５
０
円
）

　
　
　
　
　
中
高
生
　
４
０
０
円（
２
５
０
円
）

　
　
　
　
　
小
学
生
　
２
５
０
円（
１
２
０
円
）

　
　
　
　
　
※（
）内
は
団
体（
20
名
様
以
上
）の
料
金
。

　
　
　
　
　
※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
料
金
は
入
館
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

駐 

車 

場
／
美
術
館
前
10
台（
身
障
者
用
２
台
）

　
　
　
　
／
津
和
野
町
営
駐
車
場（
津
和
野
駅
横
）

　
　
　
　
※
受
付
で
無
料
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

の
文
章
に
よ
る
楽
し
い
絵
本
、
新
作
「
ガ
リ
バ
ー

の
冒
険
」
も
夏
期
展
か
ら
引
き
続
き
展
示
し
て
い

ま
す
。

　安
野
さ
ん
と
作
家
・
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
と
の
付

き
合
い
は
と
て
も
長
く
、
井
上
さ
ん
主
宰
の
こ
ま

つ
座
の
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
、『
吉
里
吉
里
人
』、『
東

京
セ
ブ
ン
ロ
ー
ズ
』
や
、
井
上
さ
ん
の
絶
筆
と
な
っ

た
『
グ
ロ
ウ
ブ
号
の
冒
険
』（
岩
波
書
店
）
や
『
黄

金
の
騎
士
団
』（
講
談
社
）
の
本
の
装
丁
も
手
が
け

て
い
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
展
示
す
る

　『ガ
リ
バ
ー
の
冒
険
』（
井

上
ひ
さ
し
／
文
・
安
野
光
雅
／
絵
）
は
、
一
九
六
九

年
に
『
世
界
名
作
童
話
劇
場

　ガ
リ
バ
ー
』（
日
本

リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社
）
と
し
て
出
版
さ

れ
た
絵
本
を
、
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
文
章
を
そ
の

ま
ま
に
、
表
紙
以
外
の
全
て
を
描
き
直
し
て
、
昨
年
、

新
し
く
出
版
さ
れ
た
絵
本
の
原
画
で
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

右
／
会
場
は
作
品
を
鑑
賞
す
る
人
で
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
に

（
写
真
提
供
・
朝
日
新
聞
社
）。

　
二
〇
一
三
年
八
月
二
十
八
日
（
水
）
か
ら
九
月
九
日
（
月
）

ま
で
、
東
京
・
日
本
橋
高
島
屋
で
「
安
野
光
雅
が
描
い
た
『
御

所
の
花
』」
展
（
主
催
・
朝
日
新
聞
社
、
企
画
協
力
・
安
野

光
雅
美
術
館
）
が
開
催
さ
れ
、
連
日
三
千
人
を
超
え
る
入
場

者
が
あ
り
、
大
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
今
後
、
京
都
（
一
月
）、
大
阪
（
三
月
）

の
高
島
屋
を
会
場
に
開
か
れ
、
四
月
以
降
、
沖
縄
か
ら
北
海

道
ま
で
、
日
本
全
国
を
巡
回
す
る
予
定
で
す
。

 

『
御
所
の
花
』展
に
五
万
人

　
熊
本
で
水
俣
病
が
公
的
に
発
見
さ
れ
て
今
年
で
五
十
七
年
が
過

ぎ
、
今
年
十
月
に
は
、
熊
本
県
で
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」

と
い
う
国
際
条
約
が
批
准
さ
れ
る
見
通
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
水
俣
病
の
半
世
紀
に
も
わ
た
る
歴
史
を
カ
メ
ラ
を
通
し
て

記
録
し
て
き
た
一
人
に
、
桑
原
史
成
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
桑
原
さ
ん
は
一
九
六
〇
年
、
単
身
水
俣
へ
赴
き
取
材
、

一
九
六
二
年
そ
の
写
真
を
銀
座
で
開
い
た
個
展
で
発
表
、
大
き
な

反
響
を
呼
び
、
そ
れ
が
ま
た
「
報
道
写
真
家
・
桑
原
史
成
」
を
誕

生
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
桑
原
さ
ん

は
水
俣
に
通
い
続
け
、
三
万
点
を
超
え
る
写
真
を
撮
り
続
け
て
い

ま
す
。

　
こ
の
度
、
そ
の
膨
大
な
写
真
か
ら
水
俣
病
事
件
の
作
品
を

改
め
て
選
び
直
し
た
写
真
集
『
水
俣
事
件 The M

IN
AM
ATA 

D
isaster

』 

が
藤
原
書
店
か
ら
九
月
下
旬
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

最
新
作
『
水
俣
事
件
』　
桑
原
史
成
写
真
美
術
館

　
ま
た
本
の
刊
行
に
合
わ
せ
、
十
一
月
か
ら
銀
座
ニ
コ
ン
サ
ロ

ン
で
、
そ
の
後
大
阪
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
で
こ
の
写
真
展
（
協
力
／

桑
原
史
成
写
真
美
術
館
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
桑
原
史
成
写
真
美
術
館
で
は
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
桑
原
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、、
九
月
二
十
日
か
ら
秋
期
展
で
、
写
真
展
「
水

俣
事
件
」
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
ご
利
用
案
内

開
館
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

休 

館 

日
／
３
月
、６
月
、９
月
、12
月
の
第
３
木
曜
日
。

入 

館 

料
／
町

　
民

　
無
料

　
　
　
　
　
一
　
般
　
３
０
０
円（
１
５
０
円
）

　
　
　
　
　
中
高
生
　
１
５
０
円（
１
２
０
円
）

　
　
　
　
　
小
学
生

　
１
０
０
円（
８
０
円
）

　
　
　
　
　
※（
）内
は
団
体（
20
名
様
以
上
）の
料
金
。

駐 

車 

場
／
安
野
光
雅
美
術
館
前
10
台（
身
障
者
用
２
台
）

　
　
　
　
／
津
和
野
町
営
駐
車
場（
津
和
野
駅
横
）

　
　
　
　
※
受
付
で
無
料
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

2013 年 4 月 16 日、最高裁での勝訴が確定し、支持者らに喜びを
伝える遺族。©桑原史成
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鷺舞モニュメントの前での記念撮影。最初は緊張から上手く話せない生徒たちでしたが、少しづ
つ打ち解け、最後には自然と笑顔が見えるようになりました。

ガイドの終わりには、紙すきを体験し記念
撮影。

お互いの文化や習慣などを話し、異なる国
について理解を深めあいました。

津
高
生
、
英
語
で
ガ
イ
ド

津
和
野
高
校
の
生
徒
有
志
４
名
が
８
月
10
日
、
こ
の
夏
津
和
野
に
滞
在
し
て
い
た
フ
ラ
ン

ス
人
学
生
の
英
語
ガ
イ
ド
を
務
め
ま
し
た
。

9 月 24 日（火）　日直：津和野高校支援係

８
月
10
日
、
津
和
野
高
校
の
生
徒
有
志

４
人
が
自
ら
企
画
し
、
日
本
で
の
就
業
体

験
で
津
和
野
に
滞
在
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

の
高
等
教
育
機
関
・
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
に

籍
を
置
く
学
生
２
名
を
案
内
し
、
津
和
野

の
城
下
町
等
を
巡
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
津
和
野
高
校
の
魅

力
化
向
上
の
一
環
で
、
英
語
を
使
っ
た
ガ

イ
ド
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

と
語
学
力
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
、
生

徒
達
は
、
ガ
イ
ド
の
お
よ
そ
1
カ
月
前
か

ら
英
語
の
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
太
皷
谷
稲
成
神
社
な
ど
を
お

と
ず
れ
、
手
水
（
て
み
ず
）
や
さ
い
銭
の

作
法
に
つ
い
て
英
語
で
解
説
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や
習
慣

な
ど
お
互
い
の
国
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

あ
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
「
練
習
を
し
て
き
た

け
ど
、
実
際
に
相
手
を
見
て
英
語
を
話
す

の
は
難
し
い
。
で
も
自
分
の
話
し
た
こ
と

が
相
手
に
伝
わ
っ
た
と
き
は
嬉
し
か
っ

た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

みんなで「いいね！」しよう

f
フェイスブック

acebook も更新中！

つわみんのキャラクターデザインの使用、着ぐるみの貸出・出演依頼ができます。【問】商工観光課☎ 72-0652

つわみんの活動記録

山下桃佳さん、４×100mで全国５位！
木部小学校６年の山

やました

下 桃
もも か

佳さん（12）が神奈川県にある日
産スタジアムで 8月 23・24 日に開催された第 29 回全国小
学生陸上競技交流大会で、4×100mリレー（女子の部）に出
場し、53.41 秒のタイムで全国５位に入賞しました。
山下さんは所属する益田陸上教室の一員として県の選考会
を経てこの大会に出場。曇り空ながらも 30 度を超える気温
の中、持てる力を精一杯発揮しました。

風評被害払拭へ！津和野再スタート
7 月の豪雨災害で被害を受けた町が元気になった姿を全国に

PRし、観光客離れに歯止めを掛けようと津和野町観光協会を中
心に緊急キャンペーンが展開されています。
「災害に負けない！　リスタート津和野大作戦」と名付けら

れた同キャンペーンでは、観光客を対象とし、町内のお土産店、
飲食店、宿泊施設等で利用できる 1,000 円分のチケットを 500
円で販売を開始しています。その他にも団体ツアーに対する助
成金や、イベントの開催、「津和野町観光協会放送部」を立ち上
げ町の元気な姿をインターネットを通じて配信する予定となっ
ています。

大学生 47名、津和野で合宿
地方自治などを中心に学んでいる明治大学政治経済学

部・日本女子大学家政学部３・4年生とそれぞれの大学院
の総勢 47名が、9月 4日から 7日までの４日間、所属す
るゼミの合宿の一環で津和野に滞在し、地方の実態を知る
ためフィールドワークなどを行うなど学びを深めました
この合同合宿は、町のまちづくりに対してアドバイスを

する明治大学の牛山久仁彦教授とのつながりで開催される
ようになり 2年前から開催されています。
学生は、太皷谷稲成神社など町内の施設を見学、合宿終

盤にはそれぞれが学んだ成果を報告していました。

キャンペーンロゴ

ステージイベントに出演し、
祭りを盛り上げたんじゃぁ。
また、会場をまわり義援金の
募金を呼びかけたんよ！ yab の番組に出演して「2013 津和野 SL

夏まつり」を PRしたほか、「2013 津和野
SL夏まつり」に出演し、来場者との記念
撮影・義援金の募金を呼びかけたんよ。

憧れのしまねっこセンパイ
と共演したよ！

■ 8月 3日　祇園丁夜市
■ 8月 5～ 10日 
　介護老人保健施設せせらぎ利用者ふれあい
■ 8月 15日
　津和野町夏祭りにちはら鮎まつり花火大会
■ 8月 16日 

　つわみん＆しまねっこ観光 PR素材撮影
■ 8月 17日 
　yab山口朝日放送「どきどきマルシェ」生出演
　2013津和野SL夏まつり
■ 8月 25日 
　がんサロン支援室全国大会

ゆるキャラグランプリ2013にエントリーしたんじゃぁ！！
11月８日（金）まで投票できるんよ♪　みんなつわみん
を応援してね！詳しい応募方法は「ゆるキャラグランプリ
2013」をインターネットで検索してね♪ 

ふ
る
さ
と
資
源
、
冬
虫
夏
草
を
学
ぶ

中
国
な
ど
で
は
古
く
か
ら
薬
草
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
多
く
は
セ
ミ
や
ク
モ
な

ど
の
虫
に
寄
生
す
る
キ
ノ
コ
の
総
称
で
あ

る
冬
虫
夏
草
を
深
く
知
ろ
う
と
自
然
観
察

会
が
９
月
２
日
に
開
催
。
集
ま
っ
た
10
名

の
参
加
者
は
、
自
然
の
中
で
生
育
し
た
冬

虫
夏
草
を
探
す
な
ど
し
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

観
察
会
を
主
催
し
た
津
和
野
町
観
光
協

会
は
、
自
然
の
資
源
を
観
光
に
生
か
す
第

一
歩
と
し
て
今
回
の
観
察
会
を
企
画
。
会

場
と
な
っ
た
杣
の
里
よ
こ
み
ち
に
島
根
森

林
管
理
局
柿
木
森
林
事
務
所
・
森
林
官
の

東あ
ず
ま 

勇ゆ
う
た太
さ
ん
を
迎
え
、
冬
虫
夏
草
の
種

類
や
見
つ
け
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
安
蔵
寺
山
で
自
然
の
中
で

生
育
し
て
い
る
冬
虫
夏
草
の
探
索
を
行
っ

た
参
加
者
。（
冬
虫
夏
草
が
）
生
育
し
や

す
い
場
所
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を
も
ら
い

な
が
ら
、
地
面
近
く
に
生
え
る
冬
虫
夏
草

を
見
つ
け
る
と
作
家
者
か
ら
は
喜
び
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

セ
ミ
や
ク
モ
な
ど
の
虫
に
寄
生
し
て
成

長
す
る
冬
虫
夏
草
。
津
和
野
町
で
は
そ
の

冬
虫
夏
草
を
蚕
の
サ
ナ
ギ
に
植
え
付
け
る

「
津
和
野
式
冬
虫
夏
草
」
を
株
式
会
社
に

ち
は
ら
総
合
研
究
所
が
事
業
展
開
し
て
お

り
、
健
康
食
品
の
材
料
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
海
外
進
出
も

視
野
に
入
れ
て
お
り
今
後
の
発
展
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

蚕のサナギに冬虫夏草を植え付ける津和野
式冬虫夏草

「ホフク前進する
ように」と探す
際の姿勢につい
て助言を受けま
した。

白カビのようで
すが、セミタケ
という立派な冬
虫夏草の一つ



わたや

駅前ビジネスホテルつ

左の手のひらに右の人差し指
の指先をのせて前へ出します。

けいじばんホームページアドレス 日時 場所 問い合わせ先 料金 対象者 定員 締切
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広報つわの 2013 年 9月 11日発行

ご
案
内
 
…
…
…
…guide

介
護
の
仕
事
学
び
直
し
セ
ミ
ナ
ー

介
護
分
野
の
資
格
を
有
し
な
が
ら
、

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
て
い

な
い
方
の
ス
ム
ー
ズ
な
就
労
に
む
け
た

支
援
を
行
い
、
こ
の
分
野
へ
の
新
た
な

人
材
の
参
入
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
開

催
し
ま
す
。

介
護
分
野
の
資
格
を
お
持
ち
で
、
以

前
福
祉
・
介
護
分
野
で
の
経
験
を
も

ち
、
再
就
労
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

ま
た
は
、
未
経
験
だ
が
介
護
職
で
の

就
労
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

10
月
21
〜
25
日　
　

無
料　
　

20
名

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所

☎0855-24-9340

目
や
耳
の
不
自
由
な
方
へ

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
で
は
、
島
根
県
か
ら
の
委
託
を

う
け
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

■
目
の
不
自
由
な
方
へ

点
字
図
書
や
録
音
図
書
の
貸
し
出

し
、各
市
町
広
報
紙
の
点
訳
・
音
訳
サ
ー

ビ
ス
、
パ
ソ
コ
ン
利
用
訓
練
な
ど

■
耳
の
不
自
由
な
方
へ

字
幕
（
手
話
）
入
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ

オ
の
貸
し
出
し
、
専
用
機
器
の
貸
出
・

斡
旋
、
生
活
や
進
路
の
相
談
な
ど

こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
☎0855-24-9334

早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の
た
め

の
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

55
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
就
活
支
援

セ
ミ
ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
1
日
〜
14
日　

10
〜
16
時

18
名　

10
月
18
日　
　

無
料

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
☎080-1910-8116

難
病
専
門
相
談
の
お
知
ら
せ

以
前
に
比
べ
て
、
落
と
し
た
も
の
を

探
す
の
に
時
間
が
か
か
る
、
光
が
ま
ぶ

し
い
等
、
特
に
眼
の
不
調
が
続
い
て
い

る
が
療
養
生
活
や
介
護
を
ど
う
し
た
ら

良
い
か
悩
ん
で
い
る
等
、
患
者
さ
ん
や

家
族
の
方
を
対
象
に
専
門
医
に
よ
る
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
に
は
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

10
月
26
日　

13
〜
15
時
30
分

益
田
保
健
所　
　

10
月
17
日

益
田
保
健
所
☎0856

（
31
）9549

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）
消
化
器
内
科
検
査

の
み
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
土
】
内
科
（
午
前
）
※
第
１･

３･

５

泌
尿
器
科
（
午
前
）
第
１
・
３
・
５

※
泌
尿
器
科
の
予
約
は
日
原
診
療
所
ま
で

※
水
・
木
曜
日
は
、
午
前
の
み
で
す
。

※
診
療
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
（
72
）
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ

菌
の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ
い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
専
門
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受

付
は
16
時
30
分
ま
で
）

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
（
72
）
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
９
時
〜
12
時
30
分
ま
で

■
10
月
14
日
（
月
）

和
﨑
医
院
☎
72
―
０
０
２
５

■
10
月
6
日
（
日
）

津
和
野
共
存
病
院
☎
72
―
０
６
６
０

■
10
月
27
日
（
日
）

栗
栖
医
院
☎
79
―
２
０
０
６

■
10
月
20
日
（
日
）

小
笠
原
医
院
☎
79
―
２
０
１
２

■
10
月
13
日
（
日
）

松
浦
内
科
胃
腸
科
☎
77
―
０
１
１
１

医
療
 …
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎（
72
）０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
10
月
28

日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳

児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外

来
診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午

後
】
子
宮
が
ん
検
診
（
予
約

制
）
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
10
月
2
日
・
30

日
）
・
整
形
外
科
（
午
後
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
隔
週
（
午
前
と
午

後
、
午
後
の
み
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

（
午
後
・
予
約
制
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

と
な
り
ま
し
た
。

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
2
時
か
ら
開
始
）

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合

要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午
後
1

時
よ
り
開
始
で
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
（
74
）
０
１
２
１

在
宅
当
番
医
 
…M

edical

山
本
一
力
 …
…
…
…
…
…

集
英
社

▽
『
再
会
』

諸
田
玲
子
 …
…
…
…
…

文
藝
春
秋    

▽
『
国
語
の
教
科
書
か
ら
消
え
た
心
に
響

く
名
作
・
名
場
面
』

 …
…
…
…
…
…
…
…
…

日
本
文
芸
社 

▽
『
ま
ま
、
み
て
て
』

ま
ど
か
な
な
み
 …
…
…

ポ
プ
ラ
社 

手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
手
書
き
に
よ
る
」
要
約
筆
記
奉
仕
員

と
「
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
」
要
約
筆
記
奉

仕
員
が
あ
り
ま
す
。

聴
覚
障
が
い
に
関
す
る
知
識
や
機
器

の
設
営
・
接
続
、要
約
技
術
な
ど
を
学
び
、

研
修
会
等
で
さ
ら
に
学
び
、
筆
記
現

場
へ
派
遣
さ
れ
ま
す
。

聴
覚
障
が
い
者
、特
に
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
の
良
き
隣
人
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

入
校
生
募
集
の
お
知
ら
せ

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校
で
は
、

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
、
建
築
家
、
機
械
加

工
・
溶
接
科
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
訓
練
期
間
は
平
成
26
年
4
月
か
ら

の
一
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
校
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

西
部
高
等
技
術
校
（
☎0856

（
22
）

2450

）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

新
刊
図
書
 
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
『
湖
底
の
城　

四
巻
）
』

宮
城
谷
昌
光
 …
…
…
…
…

講
談
社

▽
『
知
ら
ぬ
が
半
兵
衛
手
控
帖
１
〜
５

巻
』

藤
井
邦
夫
 …
…
…
…
…
…

双
葉
社

▽
『
セ
ン
ス
が
い
い
と
ほ
め
ら
れ
る
イ
ン

テ
リ
ア
の
ル
ー
ル
』

 …
…
…
…
…
…
…
…
…

成
美
堂
出
版

▽
『
盗
ま
れ
た
顔
』

羽
田
圭
介
 …
…
…
…
…
…

幻
冬
舎

▽
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
１
〜
７
巻
』

宮
崎
駿
 …
…
…
…
…
…

徳
間
書
店

▼
津
和
野
図
書
館
の
新
刊
図
書 

10
月
31
日
は
休
館
で
す
。

▽
『
第
四
権
力
』

高
杉
良
 …
…
…
…
…
…
…

講
談
社 

▽
『
明
日
は
味
方
』

午
後
は
15
時
〜
18
時
ま
で
、
日
曜
・

祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
午
前
８
時
30
分

と
午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】
毎
週
火
曜
15
時

〜
18
時
、
毎
週
木
曜
9
時
〜
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

今
月
の
手
話
「
申
し
込
む
・
申

し
出
る
・
届
け
出
る
」
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8
月
届
出
分

山や
ま
だ田 

あ
か
り 

8
・
8 

（
寺
田
上
）

村む
ら
か
み上 

華け
い
と糸 

8
・
11 

（
西
一
）

木き
む
ら村 

龍た
つ
と斗 

8
・
18 

（
青
原
）

8
月
届
出
分

岡 

雪
枝 

８
･
８ 

（
青
原
） 

92
歳

松
本 

正
夫 

8
・
17 

（
日
浦
） 

82
歳

藤
井 

定
一 

8
・
17 

（
日
浦
西
） 

79
歳

山
本 

初
義 

8
・
18 

（
下
横
瀬
） 

98
歳

永
戸 

輝
雄 

8
・
20
（
上
横
道
） 

79
歳

上
田 

茂
夫 

８
・
25 

（
青
原
） 

91
歳

佐
内 

登 

8
・
25 

（
本
郷
） 

86
歳

大
庭 

ア
サ
子 

８
・
26 

（
鹿
谷
） 

91
歳

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

皆
様
の
活
動
を
お
助
け
し
ま
す
！

「
津
和
野
お
た
す
け
マ
ガ
ジ
ン
」

町
で
は
、
町
内
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
の

様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
情

報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
74
―
０
０
９
２

『特別警報』の発表を開始しています
気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重大な災害の起
こるおそれがある時に、警報を発表して警戒を呼びかけていました。
より甚だしい大雨や大きな津波等が予想され、重大な災害による危
険性が高まっていることをお知らせし、特別な警戒を呼び掛けるた
めに、新たに「特別警報」を発表します。特別警報の対象とする現
象は 10 メートルを超える「東北地方太平洋沖地震」による津波、
我が国の観測史上最高の潮位の 3.9 メートル（Ｔ . Ｐ . 上）を記録
した「伊勢湾台風」による高潮などに加え、島根県西部で 100 人を
超える犠牲者をもたらした「昭和 58年 7月豪雨」や今年の 7月 28
日の津和野町付近の大雨が相当します。
特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないよ
うな非常に危険な状況にあります。お住まいの市町村による避難等
の指示や屋外の状況に留意し、ただちに命を守るための行動をとっ
てください。
また、大雨等の被害を防ぐには、特別警報が発表されるまで待つ
のではなく、その前から時間を追って発表される注意報、警報やそ
の他の気象情報を活用することが重要です。早め早めの行動があな
たや家族の命を守ります。

特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html
【お問い合わせ先』

気象庁松江地方気象台防災業務課☎ 0852-22-3784


